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気象条件の差異が無支柱栽培の加工用トマト

の収量に及ぼす影響と施肥反応について

※

平尾　陸郎・酒井　雄行・盛田　昭治

（青森県農試五戸支場）

1．ま　え　が　き

加工用トマトの無支柱栽培で，施肥量は育苗，品種，

土壌の肥痔あるいはその年の天候によって異にするの

が良く，とくに窒素肥料は産地によって異なるが，10

a当り12～20Kタと幅があって，少な目とするのが

良いとされているが，その適宜は判然としていない。

19占5～19占8年まで施肥試験を行なってきたが，

第1表　　各年次施肥試娘方法の概要

収量は栽培年次の気候に左右され，これに施肥量が関

係しているように思われたので，4カ年の成績からこ

れらの関係を検討して報告する。

2．試　験　方　法

試験方法は第1表のとおりで，1985～，＝年は黒

石本場で，1987～，88年は五戸支場で試験を行なっ

た。

年 次
試 験

場 所
供 試 品 櫨 は 櫨 期 育　 苗 定 楕 期 栽 櫓 距 離

施　　　　　　　 肥 1 区 面 積

と 区 制
綿　 雲

試　 験　 区 N n q K t O 追 肥 ・ そ の 他

■4 5

黒

石
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月 日

▲ 5
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1 2 0 く■

×
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4 5 d ■

標　 準　 区

｝

1 2

埠

1 8

■

1 2 N ．K t O の ガ を

2 回 に （ ‘ 月 下 ，
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5 0 －

2 区 別
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I ‘ i

黒
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戸
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薄　青森県農試
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5．試　験　結　果

1．各年次の栽培期の気象と生育概況

各年次の栽培期（占～9月）の旬別気象は第2表の

とおりである。

1985年度

7月の平均気温はやや低目で，日照時間も少な目に

経過したが，全期間を通じて気温は適温でか雨多照に

経過し，枝条の生育はやや抑えられ気味で，着果や果

実の成熟は良好であった。

1988年度

7月上旬まで低温気味に経過し，初期花房の着果が

悪く，7月は比較的日照はあったが7～8月の降水立

は多く，7月以降枝条の生育が進み繁茂した。

1987年度

8月は上旬から気温が高く，その後も気温は高日で，

7月はとくに高温各階か雨で，初期花房から着果がき

わめて良く，果実の肥大成熟も進み，7月下旬から完

熟巣が見られた。枝条の生育は抑えられて，8月以降

は後次側枝の発生や発育が抑えられ，さらに8月に入

って，リンキン病が発生し下旬には病状が進み落葉が

目だった。収穫は9月上旬でほぼ完了した。

1968年度

8月から7月上旬まで低温で日照が少なく，降水量

も例年よりやや多く，低温で初期花房が落花したため，

草勢が強く7月中旬には枝条がやや過繁茂気味となり，

7月上旬の追肥を中止した。その後天候が回復したが，

8月にはいって再び天候が悪化して気温が下がり，8月

1カ月で470mmの雨を記鋲したため，枝条は過繁茂と

なり，最悪の草型を示した。初期花房の落花と着果不

良，低温などで中期までの収量は少なく，ようやく9

月の天候回復で後期の収量が多くはなったが例年の7

分作となった。

第2表　　各年次の栽培期間の旬別平均気温，日照時間，降水量

　 項 目

月 日 年 ぬ

平　　 均　　 気　 温 （℃ ） 日　　 照　 時　　 間　 （時 ） 降　　　 水　　　 量　 （m ）

I8 5 ld d l8 7 Id 8 ■8 5 ▼d d ，8 7 ，8 8 I 8 5 Jd d l8 7 l8 8

占

上 1 °．5 1 4 ．0 1 8 ．7 1 5 ．2 る5 ．9 7 2．4 5 0 ．4 5 4．9 5 2．D 1 5 ．5 2 9 ．8 2 1．0

中 1 8 ．5 1 7．5 1 8 ．0 1 5 ．5 川 0 ．5 7 9 ，5 5 占．8 5 8 ．7 2．1 8 ．4 5 5 ．4 5 2．7

月 下 2 0 ．0 1 8 ．9 1 8 ．9 1 8 ．1 8 5 ．0 8 0．1 7 9 ．1 8 8 ．1 9 ．7 1 0 8 ．4 1 0 ．9 5 2．1

月 1 8 ．5 1 占．8 1 7 ．8 1 8 ．2 2 5 1．4 2 1 2．0 1 9 6 ．5 1 8 1．7 4 5．8 1 5 0 ．5 7 5 ．1 8 5 ．8

7

上 1 8．9 1 7．2 1 9 ．4 1 9 ．2 5 5．8 7 2 ．4 8 5 ．8 5 占．9 4 7 ．8 2 9 ．2 5 5 ．4 5 2．5

中 2 0 ．7 2 2 ．0 2 4．7 2 2．5 4 0．5 7 9 ．5 8 4 ．4 5 8 ．4 2 0．4 5 9 ．1 1 7 ．8 1 7．8

月 下 2 0 ．8 2 5 ．0 2 5 ．7 2 5 ．5 4 4．2 8 0 ．1 9 0 ．8 8 5．1 2 7 ．0 7 9 ．2 4 ．5 5 5 ．5

月 2 0 ．1 2 0 ．7 2 5．5 2 2．4 1 1 8 ．5 2 1 乙 0 2 4 0 ．8 1 7 8 ．4 9 5 ．2 1 8 5 ．5 5 7．5 8 5 ．4

8

上 2 5 ．5 2 1．1 2 4 ．5 2 5 ．8 5 5 ．5 4 1．7 8 9 ．5 4 0 ．5 1 0．7 7．9 5 2．5 1 1 4 ．4

中 2 2 ．4 2 4 ．5 2 5．9 2 1．5 7 5．5 5 5 ．5 7 1 ．0 2 2．5 2 5 ．9 1 0 0 ．0 8 8．8 1 5 8 ．2

月 下 2 5 ．0 2 5 ．2 2 5．2 1 9 ．4 1 〔18 ．1 2 9 ．8 8 8 ．0 5 2 ．占 1 5 ．0 8 4 ．2 5 2 ．5 2 2 0 ．2

月 2 5 ．0 2 5 ．8 2 5．8 2 1．5 2 5 7．1 1 2 5 ．0 2 0 8 ．9 9 5，4 4 9 8 1 7 2．1 1 5 1．4 4 7 0 ．8

9

上 2 1．2 2 0 ．7 2 1．5 1 8 ．1 8 5 ．2 4 9 ．0 8 8 ．7 4 2．0 8 5 ．5 占5．0 2 8 ．9 5 5 ．8

中 1 8 ．9 1 7 ．2 1 7．7 1 8 ．5 4 4 ．2 5 8 ．4 1 9 ．4 占8 ．5 1 1 5 ．1 4 0 ．4 5 8 ．8 2．2

月 下 17 ．1 1 8 ．2 1 8 ．5 1 7．5 7 7．5 4 8 ．7 d O ．1 5 8 ．5 9 ．1 7 8 ．1 5 5 ．5 1 4 ．4

月 1 9 ．1 1 8 ．0 1 8 ．5 1 7．9 1 8 7．7 1 5 8 ．1 1 4 8 ．2 1 4 4．8 1 8 9 ．4 1 8 5，5 1 1 9 ．2 5 5．2

7、8 月 計 － － － － 5 5 5 ．° 5 5 7 ．0 4 4 7 ．7 2 7 5 ．7 1 4 4 ．8 5 5 7．8 2 0 8 ．9 5 5 占．2

全 期 平 均 合 計 2 0 ．2 1 9 ．8 2 0．8 1 9 ．5 7 9 4 ．7 8 8 5 ．1 7 9 0 ．2 5 8 1．7 5 7 8．0 　 8 7 1．4
l

4 0 5．2 8 9 5 ．2
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第1図　　各年次の期別収量の推移
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と前，中期収立と
の関係

2．各年次の標準区の収量と気象との関係

各年次の標準区の収穫時期別収監と全収量は第1回

のとおりで，天候好年次は初軌　中期収量が多く，後

期収量が少なく山型の収量傾向を示し収丘は多く，気

候不良年次は初期収量が少なく漸次収量を増し，尻上

りの収立傾向を示した（第1回）。

これらの収是について気象条件との関係を見ると，

8月の平均気温と初期および中期収免と7～8月の日

照時間の間に正の相関関係が見られ，7～8月の降水

畠との間には負の相関関係が見られた（第2，5，4

回）。

5．施肥旦とくに窒素肥料の多少と収量

各年次の施肥試験の成紋は第5表のとおりで，気象

条件の良かった，占5，，87年度は標準肥料区に比

して増肥区が増収の懐向を示し，不良気象年次の，日，

，68年は逆に増肥区は減収した。
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第5表　　各年次の施肥丘の差異と収立

、くミ　　　　 項 目

年 次＼ 晶 か ＼ 区 別
前 期 収 立 中 期 収 且 後 期 収 丘

総　 収 丘 椅　 数

I d 5 東 北 5 号

少　 肥　 区

晦 【グ K F K g 多

1．9 4 5．7 5，1 5 4．8 7 1 4．5 7，8 1 占．8 9 2．2

標　 準　 区 2．1 0 4．1 5，占2 1．1 8 1 9．2 8．4 7 5．5 1 0 0．D

多　 肥　 区 1，7 7 4．5 5，8 5 7．1 9 8 1．5 8．d O 8．9 1 0 1．6

l d d 東 北 5 号

標　 準　 区 4 8 5．4 5．2 °4．1 2，9 0 0．占 占．8 2 0．1 1 0 0．0

封5 0 喀 増 盈 区 5 5 7．9 2．8 5 7．4 2．9 7 7．4 5，9 9 2．7 9 0．5

N ． P ． 5 0 喀 増 盈 区 5 8 9 ．9 乙2 占8．0 2，8 2 5．1 5．8 8 1．0 8 5．8

≡…呂 霊 諾 拉 区
5 8 0．1 2，5 2 0．8 5，1 0 1．4 8，1 8 2．5 9 5．5

l ‘7

東 北 5 号

標　 準　 区 1，0 2 2 4．9 占4 2 5 9 8，2 4 5 1 0 0．0

参　　 加　　 区 1，0 4 5 5．0 5 d 5 4 0 8．4 4 1 1 0 5，1

く　り こ ま

標　 準　 区 8 8 0 5，0 占 1 4 2 7 8 ．1 7 0 1 0 0．0

多　　 H　 区 9 1 4 5．5 7 8 4 6 1 8，7 7 1 1 0 9．8

I d 8

く　り こ ま

N　 －　 0 （0 ＋　 0 ） 7 1 8 5 5 1．7 8 1 2、占8 7 占5．7

N　 一　 占 （占 十　 0 ） 8 5 1．9 0 7 2、0 8 9 4，0 8 1 9 °．8

封　 一　 9 （占 ＋ 5 ） 5 7 1，5 9 8 2，8 1 7 4，2 1 4 1 0 0．0

N － 1 0．5 （る十4．5 ） 4 6 1，5 0 5 2、占9 0 4，2 5 9 1 0 0．5

N　 － 1 2 （る ＋　 d ） 4 1 1，5 9 9 2、d 1 5 4，0 5 5 9 8．2

封　 － 1 2 （9　十　 5 ） 5 5 1、4 2 7 2、7 0 0 4．1 8 0 9 9．1

封－ 1 5．5 （9 ＋ 4．5 ） 4 2 1、2 5 1 2、7 4 4 4．0 5 7 9 5．8

盛 岡 7 号

N　 －　 0 （0 ＋　 0 ） 9 9 7 1 9 2，4 4 占 5，2 占4 7 5．0

N　 －　 d （占　十　 0 ） d 5 8 9 0 5．5 2 4 4，2 7 7 9 8．2

N　 －　 9 （占 十 5 ） 5 7．5 8 5 5．5 5，8 占0 4．5 5 1 1 0 0．0

N － 1 0．5 （る＋ 4．5 ） 5 0 6 5 8 4，8 5 4 5，1 7 2 1 1 8．8

N　 － 1 2 （占 十　 d ） 4 8 8 1 5 5、4 8 5 4，1 4 4 9 5．2

M　 － 1 2 （9 十 5 ） 5 8 5 7 d 5．5 8 0 4，1 7 2 8 5．8

N － 1 5．5 （9 ＋ 4．5 ） 4 7 5 5 0 5．6 7 7 4、4 7 4 1 0 2．8

このうち，，占8年の不良気象条件下での窒素の施肥

丑と収魚について見れば，中期までの収畠はれくりこ

まbではN一〇区は別としてN－d区から【盛岡7号山

ではN一〇区からそれぞれ窒素の施肥も童を増すほど収

畠が減じ，後期収誼はいずれの品種も標準区としたN

－9区に比較して窒素誼が少ない場合は低収で，窒素

を増すと“くりこまねではわずかに増収し，“盛岡7

号わではN－10．5区と封－15．5区が増収となったが，

全収では¶盛岡7号叫のN－15．5区を除き，窒素10．5

Kグ区が鏡も多収で，他の増肥区は収立が少なかった。
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第5図

4．む　　す　　び

1．19占5～も8年の4カ年加工用トマトの無支柱栽

培の主として窒素の施肥試験を行ない，各年次の気候

条件と収丘，施肥畳の多少と生育収畳について検討し

た。

2．1965，’d7年度は気温は高目，多照少雨の好

気候条件，19日，，88年度は8月の気温は低く，そ

の後の気温も低目で，少日照多雨に経過し気候条件は

悪かった。

好気候条件下では収量は多く，早期多収の山型の収

量型を示したが，不良気候年次には後期多収の尻上り

の収量型となった。

●　　　　　5．これらの年次の9月上旬までの収量と気候条件
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Nの施肥量と中期まで，後期，
収量比較

との関係を見ると，‘月の気温の高低と高い相関関係

があり，また，7～8月の日照量と相関が，7～8月

の降水急とは負の高い相関関係が認められた。

4．気候条件と施肥丑との関係では，好気候年次に

は増肥すると収最を増し，不良気候年次には増肥する

と逆に減収の慣向が見られた。

5．以上の結果から加工用トマトの無支柱栽培では，

初期花房の着果状況とその後の気候条件に応じて窒素

の追肥を調節することが重要となる。


